










 

SwitchSENSE® - Biophysical Analysis with Electrical Switchable DNA nanolevers 

坂口  安史（（DKSH ジャパン株式会社  科学機器部）） 

SwitchSENSE はドイツの Dynamic Biosensors 社による、DNA を用いた新しいバイオチップテクノロジーです。このバイオチ

ップの基本構成は、マイクロ流路中の金電極の表面に短い核酸二重鎖（DNA ナノレバー）が固定化されているというユニーク

なものになっており、従来のバイオセンサーより圧倒的に少ない固定化量で、蛍光による高感度のシグナル検出を行うことが

できます。 

 SwitchSENSE は分子間相互作用解析をはじめ様々な生物物理学的な計測を行うプラットフォームとして活用すること可能

です。測定モードのひとつ、動的なスイッチングモードでは、固定化された DNA ナノレバーが電場の変化に伴い立ち上がった

り倒れたりというスイッチングする挙動をナノレバー先端に結合させた蛍光標識で観測することにより、DNA 先端にコンジュゲ

ートされたタンパク質などの高分子の粒子サイズや構造変化を精度良く計測することができます。（粒子サイズの測定精度は

±0.1 nm~） 

また、生体分子間相互作用解析においては、検出限界で約 10 fM の濃度レンジという高感度測定が可能。リアルタイムの

結合の速度定数、解離定数を決定できます。その他、タンパク質の熱安定性、化学安定性評価といった測定も実施可能です。

また、チップ上で核酸を用いていることから、ポリメラーゼの核酵素カイネティクス解析など、酸関連酵素の様々な解析に容易

に応用することが可能です。 

今回は、この高感度分子間相互作用・生物物理学的特性解析手法であるSwitchSENSEの原理の概要とアプリケーション

例をご紹介いたします。 

電気的にスイッチングする DNA ナノレバーを用いた生物物理学的解析

SwitchSENSE®のご紹介 

日時： ９月２４日（火）11:  30 – 12:20  会場: H会場 (アンバー)) 
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バイオチップ上の DNA ナノレバー 
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日時 ： 9月24日（火）　11:30 ～ 12:20
会場 ： F 会場（マーブル）

第57回日本生物物理学会年会　　バイオフィジックスセミナー

1細胞事業から見つかる「市場が望む研究
ニーズと  次世代バイオテクノロジー」

1細胞（シングルセル）を直接解析したいという研究ニーズが、次世代シーケ
ンサーや質量分析装置の高性能化により、近年高まってきています。 
【病気発症のメカニズムを調べたい・病気を診断したい】 がん、糖尿病、アレ
ルギー、アルツハイマー 
【寄生虫感染の診断をしたい】 マラリア、フィラリア、アメーバ 
【家畜繁殖の効率化や魚類の完全養殖化】 牛、豚、ウナギ、マグロ、ヒラメ 
【不妊のメカニズム】 体外受精の助長ではなく、本質的な不妊の改善 
【生物の発生メカニズム】 マウス、線虫、ホヤ、プラナリア、トレニア 
【再生医療の実用化】 ES、iPS の分化状況、ボディプラン解析 
【治療方法の改善】 バイオ医薬、免疫療法、ホルモン療法 
上記のような 1 細胞解析に加えて、単離培養（クローニング）の技術向上も求
められています。 
【環境改善・エネルギー生産に関わる細菌】 セルロース分解、アルコール発
酵、汚水処理、土壌改善 【抗体生産・ワクチン生産】 CHO、ハイブリドーマ、マ
クロファージ 
【有用酵母探索】 医薬品生産、食品生産、ビール、パン、酒 
小職が 15年にわたり 1 細胞事業を継続して培ってきた、市場が求めている
研究ニーズと 1 細胞研究の展開をご紹介いたします。
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